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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡と接続可能であり、前記内視鏡に搭載された被写体を撮像する撮像素子からの信
号を、第１のフィールドの情報と第２のフィールドの情報とに分けて交互に読み出す内視
鏡用画像信号処理装置において、
　前記信号を処理する画像処理部であって、奇数フィールド数分の処理時間を要する信号
処理ブロックを含む画像信号処理部と、
　前記信号処理ブロックで処理される画像信号を、奇数フィールド数分の時間遅延させる
ことが可能な遅延部と、
　接続された前記内視鏡の固有情報に応じて、接続された前記内視鏡が前記信号処理ブロ
ックでの処理を必要とする内視鏡の場合は前記遅延部によって前記画像信号に前記遅延時
間を与えるように設定し、接続された前記内視鏡が前記信号処理ブロックでの処理を必要
としない内視鏡の場合は前記遅延部によって前記画像信号に前記遅延時間を与えないよう
に設定する遅延量設定部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡用画像信号処理装置。
【請求項２】
　接続された前記内視鏡の前記固有情報に基づいて、接続された前記内視鏡が前記信号処
理ブロックでの処理を必要とする内視鏡の場合は前記信号処理ブロックによる前記処理の
実行を設定し、接続された前記内視鏡が前記信号処理ブロックでの処理を必要としない内
視鏡の場合は前記信号処理ブロックによる前記処理の非実行を設定する設定部をさらに有
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する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用画像信号処理装置。
【請求項３】
　前記固有情報は、前記内視鏡の種別に応じた情報である
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用画像信号処理装置。
【請求項４】
　奇数フィールド数分の処理遅延時間を要する前記信号処理ブロックを複数有し、
　前記遅延量設定部は、接続された前記内視鏡の固有情報に応じて、接続された前記内視
鏡が前記複数の信号処理ブロックのいずれの処理も必要としない内視鏡の場合、または、
前記複数の信号処理ブロックのうち偶数個の信号処理ブロックによる処理を必要とする内
視鏡の場合には、前記遅延部によって前記画像信号に前記遅延時間を与えないように設定
し、接続された前記内視鏡が前記複数の信号処理ブロックのうち奇数個の信号処理ブロッ
クによる処理の実行を必要とする内視鏡の場合には、前記遅延部によって前記画像信号に
対して前記奇数フィールド数分の前記遅延時間を与えるように設定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用画像信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用画像信号処理装置、特に、奇数フィールド数分の処理時間を要する
信号処理ブロックを含む画像信号処理部を有する内視鏡用画像信号処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用分野及び工業用分野において撮像素子を備えた内視鏡が広く用いられてい
る。また、内視鏡に着脱自在に接続され、内視鏡に係る各種信号処理をビデオプロセッサ
と称する内視鏡用画像信号処理装置により担い、内視鏡システムを構成する技術も知られ
るところにある。
【０００３】
　上述した内視鏡用画像信号処理装置を有する内視鏡システムとしては、例えば、特開平
５－２３７０５９号公報（特許文献１）に示すように、内視鏡に搭載した撮像素子からの
信号を奇数フィールドの情報と偶数フィールドの情報とに分けて交互に読み出す、いわゆ
るインターレース走査方式を採用したシステムが知られている。
【０００４】
　一方、上述した如き内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセッサ）には、入力した画
像信号に対して所定の画像信号処理を施す画像処理部を有する。この画像処理部としては
、画像信号処理をする際偶数フィールド数分の遅延時間を生じる信号処理ブロック（例え
ば、拡大縮小処理ブロック）と、画像信号処理をする際奇数フィールド数分の遅延時間を
生じる信号処理ブロック（例えば、境界補正処理ブロック）を有する画像処理部が知られ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－２３７０５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上述した、インターレース走査方式を採用したシステムにおけるビデオプロ
セッサにおいて、画像信号処理のために奇数フィールド数分の遅延時間を要する場合、こ
の信号処理ブロックの後段でフィールドのODD/EVENが逆転してしまうため、モニタまたは
記録機器に対して出力される画像が乱れてしまう虞があった。
【０００７】
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　このフィールドのODD/EVEN逆転現象を回避する方法として、上記奇数フィールド数分の
遅延時間を要する信号処理ブロックの後段に奇数フィールド数分の画像信号を遅延させる
回路を付加することが考えられる。
【０００８】
　しかしながら、当該ビデオプロセッサに接続される内視鏡の種別等によっては、ビデオ
プロセッサにおいて上述した如き奇数フィールド数分の遅延時間を要する処理を必須とし
ない場合もあるため、接続される内視鏡の種別等に応じた的確な遅延量設定が求められて
いた。
【０００９】
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、奇数フィールド数分の処理時間を要する
信号処理ブロックを有する場合であっても、フィールドのODD/EVEN逆転現象を生じること
のない内視鏡用画像信号処理装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡用画像信号処理装置は、内視鏡と接続可能であり、前記内視鏡
に搭載された被写体を撮像する撮像素子からの信号を、第１のフィールドの情報と第２の
フィールドの情報とに分けて交互に読み出す内視鏡用画像信号処理装置において、前記信
号を処理する画像処理部であって、奇数フィールド数分の処理時間を要する信号処理ブロ
ックを含む画像信号処理部と、前記信号処理ブロックで処理される画像信号を、奇数フィ
ールド数分の時間遅延させることが可能な遅延部と、接続された前記内視鏡の固有情報に
応じて、接続された前記内視鏡が前記信号処理ブロックでの処理を必要とする内視鏡の場
合は前記遅延部によって前記画像信号に前記遅延時間を与えるように設定し、接続された
前記内視鏡が前記信号処理ブロックでの処理を必要としない内視鏡の場合は前記遅延部に
よって前記画像信号に前記遅延時間を与えないように設定する遅延量設定部と、を具備す
る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、奇数フィールド数分の処理時間を要する信号処理ブロックを有する場
合であっても、フィールドのODD/EVEN逆転現象を生じることのない内視鏡用画像信号処理
装置を提供するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡シス
テムの構成を示したブロック図である。
【図２】図２は、第１の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に接続される内視鏡種別に
応じた遅延部の稼働状況を示した表図である。
【図３】図３は、本発明の第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡シス
テムの構成を示したブロック図である。
【図４】図４は、第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に接続される内視鏡種別に
応じた遅延部の稼働状況を示した表図である。
【図５】図５は、本発明の第３の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡シス
テムの構成を示すブロック図である。
【図６】図６は、第３の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に接続される内視鏡種別に
応じた遅延部の稼働状況を示した表図である。
【図７】図７は、本発明の第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡シス
テムの構成を示すブロック図である。
【図８】図８は、第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に接続される内視鏡種別に
応じた遅延部の稼働状況を示した表図である。
【図９】図９は、本発明の第５の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡シス
テムの構成を示すブロック図である。
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【図１０】図１０は、本発明の第６の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡
システムの構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１４】
＜第１の実施形態＞
　図１～図２を用いて第１の実施形態の内視鏡システムの構成について説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の第１の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡システムの
構成を示したブロック図であり、図２は、第１の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に
接続される内視鏡種別に応じた遅延部の稼働状況を示した表図である。
【００１６】
　図１に示すように本発明の第１の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（以下、ビデオ
プロセッサ）３を含む内視鏡システム１は、撮像ユニット２１を有する内視鏡２と、前記
内視鏡２が接続可能され、所定の信号処理を行う前記ビデオプロセッサ３と、ビデオプロ
セッサ３により生成された画像信号を表示する表示装置としてのモニタ５と、ビデオプロ
セッサ３に接続され所定の指示入力信号をビデオプロセッサ３に対して出力する指示入力
手段６と、を主に備えて構成される。
【００１７】
　内視鏡２は、被検体の光学像を撮像して所定の撮像信号を出力する撮像ユニット２１と
、当該内視鏡２の種別に応じた所定の固有情報（スコープＩＤ）を記憶するスコープＩＤ
２２と、を備える。
【００１８】
　ビデオプロセッサ３は、ビデオプロセッサ３内の各種回路の制御を行う制御部（ＣＰＵ
）３１と、ＣＰＵ３１に接続され所定の固有情報を格納する固有情報格納部３２と、内視
鏡２における前記撮像ユニット２１から出力される撮像信号（画像信号）を入力し当該画
像信号に対して所定の前処理を施す前処理部３４と、ＣＰＵ３１の制御下に前処理部３４
から出力される画像信号の出力先を選択する画像処理選択部３５と、ＣＰＵ３１の制御下
に前処理部３４から出力される画像信号を入力し所定の画像処理を施す画像信号処理部３
６と、前記画像信号処理部３６から出力される画像信号に対して所定の遅延時間を付与す
る遅延部３７と、前記画像信号処理部３６における各信号処理ブロックおよび前記遅延部
３７と接続されＣＰＵ３１の制御下に奇数フィールドの画像信号と偶数フィールドの画像
信号とを記憶するフィールドメモリ３３と、前記遅延部３７を経た画像信号を入力しまた
は前記画像信号処理部３６および前記遅延部３７をバイパスした画像信号を入力し、これ
ら入力した画像信号に対して所定の後段処理を施す後段処理部３８と、後段処理部３８の
出力信号に対して前記モニタ５に表示するための所定の処理を施す表示制御部３９と、を
主に備える。
【００１９】
　固有情報格納部３２はＣＰＵ３１に接続され、当該ビデオプロセッサ３に接続される内
視鏡２の種別に応じた所定の固有情報を格納する。
【００２０】
　前処理部３４は、内視鏡２からの画像信号を入力し所定の信号処理を施すものであり、
公知の信号増幅部、プリプロセス回路、Ａ／Ｄコンバータ、ホワイトバランス回路等によ
り構成され、ＣＰＵ３１により制御される。
【００２１】
　画像処理選択部３５は、ＣＰＵ３１の制御下に、固有情報格納部３２に格納された内視
鏡の種別情報に応じて、前処理部３４から出力された前記画像信号の出力先を選択する。
すなわち、前記画像信号を画像信号処理部３６に対して出力するか、または、画像信号処
理部３６における各信号処理ブロックおよび遅延部３７をバイパスし後段処理部３８に対
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して直接出力するかを選択する。
【００２２】
　画像信号処理部３６は、入力した画像信号に対して所定の画像処理を施す信号処理ブロ
ックを有し、具体的に、画像処理を行う際に偶数フィールド数分の遅延量を生じる偶数フ
ィールド数分信号処理ブロック４１と、画像処理を行う際に奇数フィールド数分の遅延量
を生じる奇数フィールド数分信号処理ブロック４２と、を有する。
【００２３】
　これら偶数フィールド数分信号処理ブロック４１および奇数フィールド数分信号処理ブ
ロック４２は、いずれも前記フィールドメモリ３３に接続される。フィールドメモリ３３
は、ＣＰＵ３１の制御下に奇数フィールドの画像信号と偶数フィールドの画像信号とを記
憶する。
【００２４】
　ここで、偶数フィールド数分信号処理ブロック４１としては、例えば画像信号に対して
拡大縮小処理を施す拡大縮小処理回路が挙げられる。そして当該拡大縮小処理回路におい
ては、フィールドメモリ３３との相互作用により拡大縮小処理を行う際に２フィールドの
遅延が生じる。
【００２５】
　一方、奇数フィールド数分信号処理ブロック４２としては、例えば画像信号に対して所
定の境界補正処理を施す境界補正処理回路が挙げられる。そして当該境界補正処理回路に
おいては、フィールドメモリ３３との相互作用により境界補正処理を行う際に１フィール
ドの遅延が生じる。
【００２６】
　また、偶数フィールド数分信号処理ブロック４１および奇数フィールド数分信号処理ブ
ロック４２は、いずれもＣＰＵ３１に制御され、当該信号処理ブロックにおける処理の実
行または非実行が設定されるようになっている。
【００２７】
　遅延部３７は、フィールドメモリ３３と接続され、画像信号処理部３６における前記信
号処理ブロックの信号処理を経た画像信号に対して、ＣＰＵ３１の制御下に奇数フィール
ド数分の遅延量を与え後段に出力する機能を有する。
【００２８】
　ここで、接続される内視鏡２の種別によっては、ＣＰＵ３１の制御下に画像処理選択部
３５において画像信号が画像信号処理部３６に入力され、かつ、偶数フィールド数分信号
処理ブロック４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック４２のすべてが実行される
ように設定されるため、この場合、画像信号処理部３６から出力される画像信号には３フ
ィールド分（奇数フィールド数分）の遅延量が生じていることとなる。
【００２９】
　このように、画像信号処理部３６において奇数フィールド数分の遅延時間を要する場合
、何等の措置も施さないと、これら信号処理ブロックの後段側においてはフィールドのOD
D/EVENが逆転してしまうため、モニタ５に対して出力される画像が乱れてしまう虞がある
。
【００３０】
　本願発明は、係る事情に鑑み、画像信号処理部３６の直後の後段側に前記遅延部３７を
設け、この遅延部３７において奇数フィールド数分の遅延処理を行うことによりトータル
での遅延量を偶数フィールド数分とし、接続される内視鏡２の種別により画像信号処理部
３６からの出力される画像信号に奇数フィールド数分の遅延量が生じたとしても、上述し
たODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止するものである。
【００３１】
＜第１の実施形態の作用＞
　次に、本第１の実施形態の作用について説明する。
【００３２】
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　図２は、第１の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に接続される内視鏡種別に応じた
遅延部稼働状況を示した表図である。
【００３３】
　本実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセッサ３）においてＣＰＵ３１は
、当該ビデオプロセッサ３に内視鏡２が接続されるとスコープＩＤ２２からの情報に基づ
いて内視鏡２の種別を判定する。
【００３４】
　いま、ビデオプロセッサ３に接続される内視鏡２として、本実施形態においては、内視
鏡αと内視鏡βとの２種類の内視鏡を想定する。
【００３５】
　そして、図２に示すように、内視鏡αは、画像信号処理部３６における偶数フィールド
数分信号処理ブロック４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック４２の信号処理を
必要とする種別の内視鏡とし、一方、内視鏡βは、画像信号処理部３６における上述した
信号処理をいずれも必要としない種類の内視鏡とする。
【００３６】
　上述したようにＣＰＵ３１は、内視鏡２の種別を判定すると固有情報格納部３２に格納
された内視鏡固有情報に基づいて、画像処理選択部３５、画像信号処理部３６および遅延
部３７を制御する。
【００３７】
　すなわち、ＣＰＵ３１は、接続された内視鏡２が内視鏡αである場合は、画像処理選択
部３５を切替えて前処理部３４の出力先を画像信号処理部３６とする。
【００３８】
　さらに、ＣＰＵ３１は、偶数フィールド数分信号処理ブロック４１および奇数フィール
ド数分信号処理ブロック４２を実行状態とし、これより内視鏡αからの画像信号は偶数フ
ィールド数分信号処理ブロック４１（２フィールド遅延）および奇数フィールド数分信号
処理ブロック４２（１フィールド遅延）による処理が施される。
【００３９】
　ここで、画像信号処理部３６における各信号処理ブロックを経た画像信号は、３フィー
ルド分、すなわち、奇数フィールド数分の遅延が生じていることとなる。
【００４０】
　しかしながら本実施形態においては、次段の遅延部３７において奇数フィールド数分の
遅延処理を行うことにより、トータルの遅延量を偶数フィールド数分とし、上述したODD/
EVEN逆転による不具合の発生を防止する。
【００４１】
　一方、ＣＰＵ３１は、接続された内視鏡２が内視鏡βである場合は、ＣＰＵ３１は画像
処理選択部３５を切替えて前処理部３４の出力先を後段処理部３８とする。すなわち、接
続された内視鏡２が内視鏡βである場合、画像信号処理部３６における信号処理を要しな
いため、画像信号処理部３６および遅延部３７をバイパスするよう制御する。
【００４２】
　このように、画像信号処理部３６における信号処理を要しない種類の内視鏡２が接続さ
れた場合、当該画像信号処理部３６と共に上述した遅延部３７もバイパスするため、後段
処理部３８に入力される画像信号は、フィールド数分の遅延が無いか、または、偶数フィ
ールド数分の遅延が生じているのみであるため、もとより上述したODD/EVEN逆転は生じる
ことはない。
【００４３】
　以上説明したように、本第１の実施形態によると、画像信号処理部３６の直後の後段側
に遅延部３７を設け、この遅延部３７において奇数フィールド数分の遅延処理を行うこと
によりトータルでの遅延量を偶数フィールド数分とすることで、接続される内視鏡２の種
別により画像信号処理部３６から出力される画像信号に奇数フィールド数分の遅延量が生
じたとしても、ODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止することができ、一方、前記画像
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信号処理部３６による処理を要しない内視鏡２が接続された場合においては当該画像信号
処理部３６と共に前記遅延部３７の処理自体をバイパスさせることで、ODD/EVEN逆転が生
じていない画像信号を出力することができる。
【００４４】
　＜第２の実施形態＞
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。
【００４５】
　上述した第１の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、画像信号処理部３６から出力
される画像信号に奇数フィールド数分の遅延量が生じたとしても、遅延部３７において奇
数フィールド数分の遅延処理を行うことにより、トータルでの遅延量を偶数フィールド数
分とすると共に、画像処理選択部３５を設け、画像信号処理部３６による処理を要しない
内視鏡２が接続された場合に対応するため画像信号処理部３６および遅延部３７の処理自
体をバイパスさせる構成とした。
【００４６】
　これに対して本第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、第１の実施形態におけ
る画像処理選択部３５を設けずに、接続される内視鏡２の種別に係る固有情報に応じて遅
延部における遅延量（遅延時間）を調整する機構を備えたことを特徴とする。
【００４７】
　図３は、本発明の第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡システムの
構成を示したブロック図であり、図４は、第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に
接続される内視鏡種別に応じた遅延部の稼働状況を示した表図である。
【００４８】
　本第２の実施形態の内視鏡システムは、その構成は基本的には第１の実施形態と同様で
あるので、ここでは第１の実施形態との差異のみの説明にとどめ、その他の詳細の説明は
省略する。
【００４９】
　図３に示すように本発明の第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセ
ッサ）２０３を含む内視鏡システム２０１は、第１の実施形態と同様に撮像ユニット２１
を有する内視鏡２と、前記内視鏡２が接続可能され、所定の信号処理を行う前記ビデオプ
ロセッサ２０３と、ビデオプロセッサ２０３により生成された画像信号を表示する表示装
置としてのモニタ５と、ビデオプロセッサ２０３に接続され所定の指示入力信号をビデオ
プロセッサ２０３に対して出力する指示入力手段６と、を主に備えて構成される。
【００５０】
　ビデオプロセッサ２０３は、ビデオプロセッサ２０３内の各種回路の制御を行う制御部
（ＣＰＵ）２３１と、第１の実施形態と同様の固有情報格納部３２、前処理部３４、後段
処理部３８、表示制御部３９と、を備える。
【００５１】
　一方、ビデオプロセッサ２０３は、ＣＰＵ２３１の制御下に前処理部３４から出力され
る画像信号を入力し所定の画像処理を施す画像信号処理部２３６と、前記画像信号処理部
２３６から出力される画像信号に対して所定の遅延時間を付与する遅延部２３７と、前記
画像信号処理部２３６における各信号処理ブロックおよび前記遅延部２３７と接続されＣ
ＰＵ２３１の制御下に奇数フィールドの画像信号と偶数フィールドの画像信号とを記憶す
るフィールドメモリ２３３と、を備える。
【００５２】
　また、本第２の実施形態においてビデオプロセッサ２０３は、遅延部２３７に接続され
、ＣＰＵ３１の制御下に、画像信号処理部２３６から出力される前記画像信号に対して奇
数フィールド数分の遅延時間を与えるか否かを設定する遅延量設定部２５１を、さらに備
える（遅延量設定部２５１については、後に詳述する）。
【００５３】
　本第２の実施形態において画像信号処理部２３６は、第１の実施形態と同様に、入力し
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た画像信号に対して所定の画像処理を施す信号処理ブロックを有し、具体的に、画像処理
を行う際に偶数フィールド数分の遅延量を生じる偶数フィールド数分信号処理ブロック２
４１と、画像処理を行う際に奇数フィールド数分の遅延量を生じる奇数フィールド数分信
号処理ブロック２４２と、を有する。
【００５４】
　これら偶数フィールド数分信号処理ブロック２４１および奇数フィールド数分信号処理
ブロック２４２は、第１の実施形態と同様に、フィールドメモリ２３３に接続される。
【００５５】
　また、偶数フィールド数分信号処理ブロック２４１および奇数フィールド数分信号処理
ブロック２４２は、第１の実施形態と同様に、それぞれ拡大縮小処理回路、境界補正処理
回路を想定し、それぞれ、信号処理を行う際に２フィールド、１フィールドの遅延が生じ
るようになっている。
【００５６】
　また、偶数フィールド数分信号処理ブロック２４１および奇数フィールド数分信号処理
ブロック２４２は、いずれもＣＰＵ２３１に制御され、当該信号処理ブロックにおける処
理の実行または非実行が設定されるようになっている。
【００５７】
　ここで、ＣＰＵ２３１は、前記信号処理ブロックにおける処理の実行または非実行を設
定する設定部としての役目を果たす。
【００５８】
　すなわち、ＣＰＵ２３１は、ビデオプロセッサ２０３に接続される内視鏡２の種別に応
じて、固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて、偶数フィールド数分
信号処理ブロック２４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック２４２における信号
処理の実行または非実行を設定するようになっている。
【００５９】
　遅延量設定部２５１は、ＣＰＵ２３１（設定部）による上述した設定（各信号処理ブロ
ックにおける信号処理の実行または非実行の設定）に基づいて、画像信号処理部２３６か
ら出力される画像信号に対して奇数フィールド数分の遅延時間を与えるか否かを設定し、
その設定結果を遅延部２３７に伝達するようになっている。
【００６０】
　遅延部２３７は、フィールドメモリ２３３と接続され、画像信号処理部２３６における
前記信号処理ブロックの信号処理を経た画像信号に対して、ＣＰＵ２３１の制御下に、遅
延量設定部２５１によって設定された遅延時間に応じて、奇数フィールド数分の遅延量を
与え後段に出力する機能を有する。
【００６１】
＜第２の実施形態の作用＞
　次に、本第２の実施形態の作用について説明する。
【００６２】
　図４は、第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に接続される内視鏡種別に応じた
遅延部の稼働状況を示した表図である。
【００６３】
　本第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセッサ２０３）においてＣ
ＰＵ２３１は、第１の実施形態と同様に、当該ビデオプロセッサ２０３に内視鏡２が接続
されるとスコープＩＤ２２からの情報に基づいて内視鏡２の種別を判定する。
【００６４】
　本第２の実施形態においては、ビデオプロセッサ２０３に接続される内視鏡２として、
内視鏡α、内視鏡βおよび内視鏡γの３種類の内視鏡を想定する。
【００６５】
　そして、図４に示すように、内視鏡αは、画像信号処理部２３６における偶数フィール
ド数分信号処理ブロック２４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック２４２の信号
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処理を必要とする種別の内視鏡とし、内視鏡βは、画像信号処理部２３６における上述し
た信号処理をいずれも必要としない種類の内視鏡とし、内視鏡γは、画像信号処理部２３
６における偶数フィールド数分信号処理ブロック２４１の信号処理は要するものの、奇数
フィールド数分信号処理ブロック２４２の信号処理は要しない種別の内視鏡とする。
【００６６】
　本第２の実施形態においてＣＰＵ２３１は、内視鏡２の種別を判定すると固有情報格納
部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて、画像信号処理部２３６における各信号処
理ブロックの実行または非実行の設定を行う。
【００６７】
　さらにＣＰＵ２３１は、固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて、
換言すれば、各信号処理ブロックにおける信号処理の実行または非実行の設定に基づいて
、遅延量設定部２５１を制御する。
【００６８】
　そしてＣＰＵ２３１の制御を受けて遅延量設定部２５１は、ＣＰＵ２３１による上述し
た設定に基づいて、画像信号処理部２３６から出力される画像信号に対して奇数フィール
ド数分の遅延時間を与えるか否かを設定する。
【００６９】
　さらに遅延量設定部２５１は、その設定結果を遅延部２３７に伝達し、これにより遅延
部２３７は、画像信号処理部２３６から出力された画像信号に対して、遅延量設定部２５
１によって設定された遅延時間に応じて、奇数フィールド数分の遅延量を与え後段に出力
する。
【００７０】
　具体的にＣＰＵ２３１は、接続された内視鏡２が内視鏡αである場合は、偶数フィール
ド数分信号処理ブロック２４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック２４２のいず
れをも“実行”に設定する。この場合、画像信号処理部２３６においては、計３フィール
ド数分（奇数フィールド数分）の遅延が生じていることとなる。
【００７１】
　そしてＣＰＵ２３１は、接続された内視鏡２が内視鏡αである場合は、遅延部２３７に
おいて１フィールド数分の遅延処理を行うよう、遅延量設定部２５１および遅延部２３７
を制御する。
【００７２】
　このように本第２の実施形態においても、画像信号処理部２３６において奇数フィール
ド数分の遅延が生じる内視鏡２が接続される場合は、遅延部２３７において奇数フィール
ド数分の遅延処理を行うことにより、トータルの遅延量を偶数フィールド数分（４フィー
ルド）とし、上述したODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止する。
【００７３】
　一方、ＣＰＵ２３１は、接続された内視鏡２が内視鏡βである場合は、偶数フィールド
数分信号処理ブロック２４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック２４２のいずれ
も“非実行”に設定する。この場合、画像信号処理部２３６においては、遅延は生じてい
ない。
【００７４】
　そしてＣＰＵ２３１は、接続された内視鏡２が内視鏡βである場合は、遅延部２３７に
おいて０フィールド数分の遅延処理を行うよう、すなわち、遅延量がゼロに設定されるよ
う、遅延量設定部２５１および遅延部２３７を制御する。
【００７５】
　さらにＣＰＵ２３１は、接続された内視鏡２が内視鏡γである場合は、偶数フィールド
数分信号処理ブロック２４１のみ“実行”に設定し、奇数フィールド数分信号処理ブロッ
ク２４２は“非実行”に設定する。この場合、画像信号処理部２３６においては、遅延は
２フィールド数分である。
【００７６】



(10) JP 6497702 B2 2019.4.10

10

20

30

40

50

　そしてＣＰＵ２３１は、接続された内視鏡２が内視鏡γである場合は、画像信号処理部
２３６において奇数フィールド数分の遅延が生じないことから、上述同様に、遅延部２３
７において０フィールド数分の遅延処理を行うよう、すなわち、遅延量がゼロに設定され
るよう、遅延量設定部２５１および遅延部２３７を制御する。
【００７７】
　このように本第２の実施形態において、画像信号処理部２３６において奇数フィールド
数分の遅延が生じない内視鏡２が接続される場合は、遅延部２３７における遅延量をゼロ
に設定することにより、トータルの遅延量を偶数フィールド数分のままとし、ODD/EVEN逆
転による不具合の発生を防止する。
【００７８】
　以上説明したように、本第２の実施形態によると、画像信号処理部２３６の直後の後段
側に遅延部２３７を設け、接続される内視鏡２の種別により当該遅延部２３７における遅
延量を制御することで、画像信号処理部２３６から出力される画像信号に奇数フィールド
数分の遅延量が生じる場合には、遅延部２３７において奇数フィールド数分の遅延処理を
行うことによりトータルでの遅延量を偶数フィールド数分とし、接続される内視鏡２の種
別により画像信号処理部２３６から出力される画像信号に奇数フィールド数分の遅延量が
生じない場合は、遅延部２３７における遅延量をゼロに設定することで、いずれの場合で
も、ODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止することができる。
【００７９】
　なお、本第２の実施形態において設定部たるＣＰＵ２３１は、接続される内視鏡２の種
別に基づいて、画像信号処理部２３６における前記各信号処理ブロックによる信号処理の
実行または非実行を設定することとしたが、これに限らず、ＣＰＵ２３１は、所定の指示
入力、例えば、ビデオプロセッサ２０３に接続された所定の指示入力手段６の指示によっ
て前記各信号処理ブロックによる信号処理の実行または非実行を設定するようにしてもよ
い。
【００８０】
　＜第３の実施形態＞
　次に、本発明の第３の実施形態について説明する。
【００８１】
　上述した第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、接続される内視鏡２の種別に
係る固有情報に応じて遅延部における遅延量（遅延時間）を調整する機構を備えたことを
特徴とする。
【００８２】
　これに対して本第３の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、画像信号処理部におけ
る現実の遅延量を検出し、この検出結果に基づいて遅延部における遅延量（遅延時間）を
調整する機構を備えたことを特徴とする。
【００８３】
　図５は、本発明の第３の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡システムの
構成を示したブロック図であり、図６は、第３の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に
接続される内視鏡種別に応じた遅延部の稼働状況を示した表図である。
【００８４】
　本第３の実施形態の内視鏡システムは、その構成は基本的には第２の実施形態と同様で
あるので、ここでは第２の実施形態との差異のみの説明にとどめ、その他の詳細の説明は
省略する。
【００８５】
　図５に示すように本発明の第３の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセ
ッサ）３０３を含む内視鏡システム３０１は、第１の実施形態と同様に撮像ユニット２１
を有する内視鏡２と、前記内視鏡２が接続可能され、所定の信号処理を行う前記ビデオプ
ロセッサ３０３と、ビデオプロセッサ３０３により生成された画像信号を表示する表示装
置としてのモニタ５と、ビデオプロセッサ３０３に接続され所定の指示入力信号をビデオ



(11) JP 6497702 B2 2019.4.10

10

20

30

40

50

プロセッサ３０３に対して出力する指示入力手段６と、を主に備えて構成される。
【００８６】
　ビデオプロセッサ３０３は、ビデオプロセッサ３０３内の各種回路の制御を行う制御部
（ＣＰＵ）３３１と、第１の実施形態と同様の固有情報格納部３２、前処理部３４、後段
処理部３８、表示制御部３９と、を備える。
【００８７】
　一方、ビデオプロセッサ３０３は、ＣＰＵ３３１の制御下に前処理部３４から出力され
る画像信号を入力し所定の画像処理を施す画像信号処理部３３６と、前記画像信号処理部
３３６から出力される画像信号に対して所定の遅延時間を付与する遅延部３３７と、前記
画像信号処理部３３６における各信号処理ブロックおよび前記遅延部３３７と接続されＣ
ＰＵ３３１の制御下に奇数フィールドの画像信号と偶数フィールドの画像信号とを記憶す
るフィールドメモリ３３３と、を備える。
【００８８】
　また、本第３の実施形態においても、第２の実施形態と同様に、ビデオプロセッサ３０
３は、遅延部３３７に接続され、ＣＰＵ３３１の制御下に、画像信号処理部３３６から出
力される前記画像信号に対して奇数フィールド数分の遅延時間を与えるか否かを設定する
遅延量設定部３５１を、さらに備える。
【００８９】
　本第３の実施形態において画像信号処理部３３６は、第１の実施形態と同様に、入力し
た画像信号に対して所定の画像処理を施す信号処理ブロックを有し、具体的に、画像処理
を行う際に偶数フィールド数分の遅延量を生じる偶数フィールド数分信号処理ブロック３
４１と、画像処理を行う際に奇数フィールド数分の遅延量を生じる奇数フィールド数分信
号処理ブロック３４２と、を有する。
【００９０】
　これら偶数フィールド数分信号処理ブロック３４１および奇数フィールド数分信号処理
ブロック３４２は、第１、第２の実施形態と同様に、フィールドメモリ３３３に接続され
る。
【００９１】
　また、偶数フィールド数分信号処理ブロック３４１および奇数フィールド数分信号処理
ブロック３４２は、第１、第２の実施形態と同様に、それぞれ拡大縮小処理回路、境界補
正処理回路を想定し、それぞれ、信号処理を行う際に２フィールド、１フィールドの遅延
が生じるようになっている。
【００９２】
　さらに、本第３の実施形態において画像信号処理部３３６は、前記偶数フィールド数分
信号処理ブロック３４１および前記奇数フィールド数分信号処理ブロック３４２による処
理済画像信号に併走させてフィールド同期信号を出力するフィールド同期信号出力部３４
５を備える。
【００９３】
　さらに、本第３の実施形態においてビデオプロセッサ３０３は、前記フィールド同期信
号出力部３４５から出力されるフィールド同期信号ODD/EVENを入力し、当該フィールド同
期信号に基づいて、画像信号処理部３３６から出力される前記処理済画像信号が奇数フィ
ールドの信号であるか偶数フィールドの信号であるかを検出する同期信号検出部３５２を
備える。
【００９４】
　また、前記同期信号検出部３５２はＣＰＵ３３１に接続され、当該同期信号検出部３５
２における検出結果はＣＰＵ３３１に伝達されるようになっている。
【００９５】
　そして本第３の実施形態においては、ＣＰＵ３３１は、ビデオプロセッサ３０３に接続
される内視鏡２の種別に拘わらず、同期信号検出部３５２の検出結果に応じて、遅延量設
定部３５１および遅延部３３７を制御するようになっている。
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【００９６】
　すなわち、本第３の実施形態において遅延量設定部３５１は、ＣＰＵ３３１の制御下に
、同期信号検出部３５２の検出結果に基づいて、画像信号処理部３３６から出力される画
像信号に対して奇数フィールド数分の遅延時間を与えるか否かを設定し、その設定結果を
遅延部３３７に伝達するようになっている。
【００９７】
　遅延部３３７は、フィールドメモリ３３３と接続され、画像信号処理部３３６における
前記信号処理ブロックの信号処理を経た画像信号に対して、ＣＰＵ３３１の制御下に、遅
延量設定部３５１によって設定された遅延時間に応じて、奇数フィールド数分の遅延量を
与え後段に出力する機能を有する。
【００９８】
＜第３の実施形態の作用＞
　次に、本第３の実施形態の作用について説明する。
【００９９】
　図６は、第３の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に接続される内視鏡種別に応じた
遅延部の稼働状況を示した表図である。
【０１００】
　ここで本第３の実施形態においても、ビデオプロセッサ３０３に接続される内視鏡２と
しては、第２の実施形態において説明した内視鏡α、内視鏡βおよび内視鏡γと同様の３
種類の内視鏡を想定する。
【０１０１】
　すなわち図６に示すように第３の実施形態においても、内視鏡αは、画像信号処理部３
３６における偶数フィールド数分信号処理ブロック３４１および奇数フィールド数分信号
処理ブロック３４２の信号処理を必要とする種別の内視鏡であり、内視鏡βは、画像信号
処理部３３６における上述した信号処理をいずれも必要としない種類の内視鏡であり、内
視鏡γは、画像信号処理部３３６における偶数フィールド数分信号処理ブロック３４１の
信号処理は要するものの、奇数フィールド数分信号処理ブロック３４２の信号処理は要し
ない種別の内視鏡である。
【０１０２】
　本第３の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセッサ３０３）においてＣ
ＰＵ３３１は、画像信号処理部３３６における前記フィールド同期信号出力部３４５から
フィールド同期信号を受けた前記同期信号検出部３５２の検出結果に応じて、遅延量設定
部３５１および遅延部３３７を制御する。
【０１０３】
　遅延量設定部３５１は、ＣＰＵ３３１の制御下に、同期信号検出部３５２の検出結果に
基づいて、画像信号処理部３３６から出力される画像信号に対して奇数フィールド数分の
遅延時間を与えるか否かを設定し、その設定結果を遅延部３３７に伝達する。
【０１０４】
　そして遅延部３３７は、画像信号処理部３３６から出力された画像信号に対して、遅延
量設定部３５１によって設定された遅延時間に応じて、奇数フィールド数分の遅延量を与
え後段に出力する。
【０１０５】
　具体的にＣＰＵ３３１は、接続された内視鏡２が内視鏡αであるような場合は、たとえ
当該接続された内視鏡２の種別を認識せずとも、同期信号検出部３５２において３フィー
ルド数分の遅延が生じている同期信号を検出することから、遅延部３３７において１フィ
ールド数分の遅延処理を行うよう、遅延量設定部３５１および遅延部３３７を制御する。
【０１０６】
　このように本第３の実施形態においては、画像信号処理部３３６において奇数フィール
ド数分の遅延が生じるような内視鏡２が接続される場合は、内視鏡２の種別を認識せずと
も遅延部３３７において奇数フィールド数分の遅延処理を行うことにより、トータルの遅
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延量を偶数フィールド数分（４フィールド）とし、ODD/EVEN逆転による不具合の発生を防
止する。
【０１０７】
　一方、ＣＰＵ３３１は、接続された内視鏡２が内視鏡βまたは内視鏡γであるような場
合は、同期信号検出部３５２において０フィールドまたは２フィールド数分の遅延が生じ
ている同期信号を検出することから、遅延部３３７において０フィールド数分の遅延処理
を行うよう、すなわち、遅延量がゼロに設定されるよう、遅延量設定部３５１および遅延
部３３７を制御する。
【０１０８】
　このように本第３の実施形態において、画像信号処理部３３６においても、奇数フィー
ルド数分の遅延が生じない内視鏡２が接続されるような場合は、同期信号検出部３５２に
おいても遅延が生じていないか偶数フィールド数分の遅延が生じている同期信号を検出す
ることから、遅延部３３７における遅延量をゼロに設定することにより、トータルの遅延
量を偶数フィールド数分のままとし、ODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止する。
【０１０９】
　以上説明したように、本第３の実施形態によると、ビデオプロセッサ３０３に接続され
る内視鏡２の種別情報に拘わらず、画像信号処理部３３６におけるフィールド同期信号を
検出し、画像信号処理部３３６における処理済みの画像信号の遅延量を判定することで、
遅延部３３７における遅延量を調整することができ、ODD/EVEN逆転による不具合の発生を
防止することができる。
【０１１０】
　＜第４の実施形態＞
　次に、本発明の第４の実施形態について説明する。
【０１１１】
　上述した第２の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、画像信号処理部２３６に奇数
フィールド数分の遅延を生じる信号処理ブロックとして、１つの信号処理ブロック（奇数
フィールド数分信号処理ブロック２４２）を備えるが、本第４の実施形態の内視鏡用画像
信号処理装置は、画像信号処理部において、奇数フィールド数分の遅延を生じる複数の信
号処理ブロックを備えることを特徴とする。
【０１１２】
　図７は、本発明の第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡システムの
構成を示したブロック図であり、図８は、第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に
接続される内視鏡種別に応じた遅延部の稼働状況を示した表図である。
【０１１３】
　本第４の実施形態の内視鏡システムは、その構成は基本的には第２の実施形態と同様で
あるので、ここでは第２の実施形態との差異のみの説明にとどめ、その他の詳細の説明は
省略する。
【０１１４】
　図７に示すように本発明の第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセ
ッサ）４０３を含む内視鏡システム４０１は、第１の実施形態と同様に撮像ユニット２１
を有する内視鏡２と、前記内視鏡２が接続可能され、所定の信号処理を行う前記ビデオプ
ロセッサ４０３と、ビデオプロセッサ４０３により生成された画像信号を表示する表示装
置としてのモニタ５と、ビデオプロセッサ４０３に接続され所定の指示入力信号をビデオ
プロセッサ４０３に対して出力する指示入力手段６と、を主に備えて構成される。
【０１１５】
　ビデオプロセッサ４０３は、ビデオプロセッサ４０３内の各種回路の制御を行う制御部
（ＣＰＵ）４３１と、第１の実施形態と同様の固有情報格納部３２、前処理部３４、後段
処理部３８、表示制御部３９と、を備える。
【０１１６】
　一方、ビデオプロセッサ４０３は、ＣＰＵ４３１の制御下に前処理部３４から出力され
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る画像信号を入力し所定の画像処理を施す画像信号処理部４３６と、前記画像信号処理部
４３６から出力される画像信号に対して所定の遅延時間を付与する遅延部４３７と、前記
画像信号処理部４３６における各信号処理ブロックおよび前記遅延部４３７と接続されＣ
ＰＵ４３１の制御下に奇数フィールドの画像信号と偶数フィールドの画像信号とを記憶す
るフィールドメモリ４３３と、を備える。
【０１１７】
　また、本第４の実施形態においても、第２の実施形態と同様に、ビデオプロセッサ４０
３は、遅延部４３７に接続され、ＣＰＵ４３１の制御下に、画像信号処理部４３６から出
力される前記画像信号に対して奇数フィールド数分の遅延時間を与えるか否かを設定する
遅延量設定部４５１を、さらに備える（遅延量設定部４５１については、後に詳述する）
。
【０１１８】
　本第４の実施形態において画像信号処理部４３６は、入力した画像信号に対して所定の
画像処理を施す信号処理ブロックを有し、具体的に、画像処理を行う際に偶数フィールド
数分の遅延量を生じる偶数フィールド数分信号処理ブロック４４１と、画像処理を行う際
に奇数フィールド数分の遅延量を生じる複数の奇数フィールド数分信号処理ブロックＡ４
４２、奇数フィールド数分信号処理ブロックＢ４４３、奇数フィールド数分信号処理ブロ
ックＣ４４４（以下、場合によって総合的に奇数フィールド数分信号処理ブロック４４２
～４４４と記載する）と、を有する。
【０１１９】
　なお、上記実施形態と同様に、これら偶数フィールド数分信号処理ブロック４４１およ
び奇数フィールド数分信号処理ブロック４４２～４４４は、第１～第３の実施形態と同様
に、フィールドメモリ４３３に接続される。
【０１２０】
　また、偶数フィールド数分信号処理ブロック４４１および奇数フィールド数分信号処理
ブロック４４２、奇数フィールド数分信号処理ブロックＢ４４３、奇数フィールド数分信
号処理ブロックＣ４４４は、それぞれ信号処理を行う際に２フィールド、１フィールド、
３フィールド、１フィールドの遅延が生じるものとする。
【０１２１】
　また、偶数フィールド数分信号処理ブロック４４１および奇数フィールド数分信号処理
ブロック４４２～４４４は、いずれもＣＰＵ４３１に制御され、当該各信号処理ブロック
における処理の実行または非実行が設定されるようになっている。
【０１２２】
　すなわち、ＣＰＵ４３１は、ビデオプロセッサ４０３に接続される内視鏡２の種別に応
じて、固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて、偶数フィールド数分
信号処理ブロック４４１および複数の奇数フィールド数分信号処理ブロック４４２～４４
４における信号処理の実行または非実行を設定するようになっている。
【０１２３】
　遅延量設定部４５１は、ＣＰＵ４３１（設定部）による上述した設定（各信号処理ブロ
ックにおける信号処理の実行または非実行の設定）に基づいて、画像信号処理部４３６か
ら出力される画像信号に対して奇数フィールド数分の遅延時間を与えるか否かを設定し、
その設定結果を遅延部４３７に伝達するようになっている。
【０１２４】
　遅延部４３７は、フィールドメモリ４３３と接続され、画像信号処理部４３６における
前記信号処理ブロックの信号処理を経た画像信号に対して、ＣＰＵ４３１の制御下に、遅
延量設定部４５１によって設定された遅延時間に応じて、奇数フィールド数分の遅延量を
与え後段に出力する機能を有する。
【０１２５】
＜第４の実施形態の作用＞
　次に、本第４の実施形態の作用について説明する。
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【０１２６】
　図８は、第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置に接続される内視鏡種別に応じた
遅延部の稼働状況を示した表図である。
【０１２７】
　本第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセッサ４０３）においてＣ
ＰＵ４３１は、第２の実施形態と同様に、当該ビデオプロセッサ４０３に内視鏡２が接続
されるとスコープＩＤ２２からの情報に基づいて内視鏡２の種別を判定する。
【０１２８】
　本第４の実施形態においては、ビデオプロセッサ４０３に接続される内視鏡２として、
内視鏡α、内視鏡β、内視鏡γおよび内視鏡δの４種類の内視鏡を想定する。
【０１２９】
　そして、図８に示すように、内視鏡αは、画像信号処理部４３６における偶数フィール
ド数分信号処理ブロック４４１および複数の奇数フィールド数分信号処理ブロック４４２
～４４４の信号処理ブロックにおける信号処理を必要とする種別の内視鏡とし、内視鏡β
は、画像信号処理部４３６における上述した信号処理をいずれも必要としない種類の内視
鏡とし、内視鏡γは、画像信号処理部４３６における偶数フィールド数分信号処理ブロッ
ク４４１の他、２つの奇数フィールド数分信号処理ブロック（奇数フィールド数分信号処
理ブロックＢ４４３および奇数フィールド数分信号処理ブロックＣ４４４）の信号処理は
要するものの、奇数フィールド数分信号処理ブロックＡ４４２の信号処理は要しない種別
の内視鏡とし、内視鏡δは、画像信号処理部４３６における偶数フィールド数分信号処理
ブロック４４１の他、奇数フィールド数分信号処理ブロックＣ４４４の信号処理は要する
ものの、奇数フィールド数分信号処理ブロックＡ４４２および奇数フィールド数分信号処
理ブロックＢ４４３の信号処理は要しない種別の内視鏡とする。
【０１３０】
　本第４の実施形態においてＣＰＵ４３１は、内視鏡２の種別を判定すると固有情報格納
部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて、画像信号処理部４３６における各信号処
理ブロックの実行または非実行の設定を行う。
【０１３１】
　さらにＣＰＵ４３１は、固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて、
換言すれば、各信号処理ブロックにおける信号処理の実行または非実行の設定に基づいて
、遅延量設定部４５１を制御する。
【０１３２】
　そしてＣＰＵ４３１の制御を受けて遅延量設定部４５１は、ＣＰＵ４３１による上述し
た設定に基づいて、画像信号処理部４３６から出力される画像信号に対して奇数フィール
ド数分の遅延時間を与えるか否かを設定する。
【０１３３】
　さらに遅延量設定部４５１は、その設定結果を遅延部４３７に伝達し、これにより遅延
部４３７は、画像信号処理部４３６から出力された画像信号に対して、遅延量設定部４５
１によって設定された遅延時間に応じて、奇数フィールド数分の遅延量を与え後段に出力
する。
【０１３４】
　具体的にＣＰＵ４３１は、接続された内視鏡２が内視鏡αである場合は、偶数フィール
ド数分信号処理ブロック４４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック４４２～４４
４のいずれをも“実行”に設定する。この場合、画像信号処理部４３６においては、計７
フィールド数分（奇数フィールド数分）の遅延が生じていることとなる。
【０１３５】
　またＣＰＵ４３１は、接続された内視鏡２が内視鏡δである場合は、偶数フィールド数
分信号処理ブロック４４１および奇数フィールド数分信号処理ブロックＣ４４４を“実行
”に設定し、奇数フィールド数分信号処理ブロックＡ４４２および奇数フィールド数分信
号処理ブロックＢ４４３を“非実行”に設定する。この場合、画像信号処理部４３６にお
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いては、計３フィールド数分（奇数フィールド数分）の遅延が生じていることとなる。
【０１３６】
　そしてＣＰＵ４３１は、接続された内視鏡２が内視鏡αまたは内視鏡δである場合は、
遅延部４３７において１フィールド数分の遅延処理を行うよう、遅延量設定部４５１およ
び遅延部４３７を制御する。
【０１３７】
　このように本第４の実施形態においても、第２の実施形態と同様に、画像信号処理部４
３６において奇数フィールド数分の遅延が生じる内視鏡２が接続される場合は、遅延部４
３７において奇数フィールド数分の遅延処理を行うことにより、トータルの遅延量を偶数
フィールド数分とし、上述したODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止する。
【０１３８】
　一方、ＣＰＵ４３１は、接続された内視鏡２が内視鏡βである場合は、偶数フィールド
数分信号処理ブロック４４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック４４２～４４４
のいずれも“非実行”に設定する。この場合、画像信号処理部４３６においては、遅延は
生じていない。
【０１３９】
　またＣＰＵ４３１は、接続された内視鏡２が内視鏡γである場合は、偶数フィールド数
分信号処理ブロック４４１、奇数フィールド数分信号処理ブロックＢ４４３および奇数フ
ィールド数分信号処理ブロックＣ４４４を“実行”に設定し、奇数フィールド数分信号処
理ブロックＡ４４２を“非実行”に設定する。この場合、画像信号処理部４３６において
は、遅延は６フィールド数分である。
【０１４０】
　そしてＣＰＵ４３１は、接続された内視鏡２が内視鏡βまたは内視鏡γである場合は、
画像信号処理部４３６において奇数フィールド数分の遅延が生じないことから、遅延部４
３７において０フィールド数分の遅延処理を行うよう、すなわち、遅延量がゼロに設定さ
れるよう、遅延量設定部４５１および遅延部４３７を制御する。
【０１４１】
　このように本第４の実施形態においても、第２の実施形態と同様に、画像信号処理部４
３６において奇数フィールド数分の遅延が生じない内視鏡２が接続される場合は、遅延部
４３７における遅延量をゼロに設定することにより、トータルの遅延量を偶数フィールド
数分のままとし、ODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止する。
【０１４２】
　以上説明したように、本第４の実施形態によると、画像信号処理部に封数の奇数フィー
ルド数分信号処理ブロックを有する場合であっても、第２の実施形態と同様に、画像信号
処理部４３６の直後の後段側に遅延部４３７を設け、接続される内視鏡２の種別により当
該遅延部４３７における遅延量を制御することで、画像信号処理部４３６から出力される
画像信号に奇数フィールド数分の遅延量が生じる場合には、遅延部４３７において奇数フ
ィールド数分の遅延処理を行うことによりトータルでの遅延量を偶数フィールド数分とし
、接続される内視鏡２の種別により画像信号処理部４３６から出力される画像信号に奇数
フィールド数分の遅延量が生じない場合は、遅延部４３７における遅延量をゼロに設定す
ることで、いずれの場合でも、ODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止することができる
。
【０１４３】
　なお、本第４の実施形態においても、第２の実施形態と同様に、設定部たるＣＰＵ４３
１は、所定の指示入力、例えば、ビデオプロセッサ４０３に接続された所定の指示入力手
段６の指示によって前記各信号処理ブロックによる信号処理の実行または非実行を設定す
るようにしてもよい。
【０１４４】
　＜第５の実施形態＞
　次に、本発明の第５の実施形態について説明する。
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【０１４５】
　上述した第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、画像信号処理部において、奇
数フィールド数分の遅延を生じる複数の信号処理ブロックを備えることを特徴とするが、
本第５の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、第４の実施形態と同様に画像信号処理
部に複数の奇数フィールド数分信号処理ブロックを備えると共に、第３の実施形態の如き
フィールド同期信号出力部および同期信号検出部を備えることを特徴とする。
【０１４６】
　図９は、本発明の第５の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡システムの
構成を示したブロック図である。
【０１４７】
　本第５の実施形態の内視鏡システムは、その構成は基本的には第４の実施形態と同様で
あるので、ここでは第４の実施形態との差異のみの説明にとどめ、その他の詳細の説明は
省略する。
【０１４８】
　図９に示すように本発明の第５の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセ
ッサ）５０３を含む内視鏡システム５０１は、第１の実施形態と同様に撮像ユニット２１
を有する内視鏡２と、前記内視鏡２が接続可能され、所定の信号処理を行う前記ビデオプ
ロセッサ５０３と、ビデオプロセッサ５０３により生成された画像信号を表示する表示装
置としてのモニタ５と、ビデオプロセッサ５０３に接続され所定の指示入力信号をビデオ
プロセッサ５０３に対して出力する指示入力手段６と、を主に備えて構成される。
【０１４９】
　ビデオプロセッサ５０３は、ビデオプロセッサ５０３内の各種回路の制御を行う制御部
（ＣＰＵ）５３１と、第１の実施形態と同様の固有情報格納部３２、前処理部３４、後段
処理部３８、表示制御部３９と、を備える。
【０１５０】
　またビデオプロセッサ５０３は、ＣＰＵ５３１の制御下に前処理部３４から出力される
画像信号を入力し所定の画像処理を施す画像信号処理部５３６と、前記画像信号処理部５
３６から出力される画像信号に対して所定の遅延時間を付与する遅延部５３７と、前記画
像信号処理部５３６における各信号処理ブロックおよび前記遅延部５３７と接続されＣＰ
Ｕ５３１の制御下に奇数フィールドの画像信号と偶数フィールドの画像信号とを記憶する
フィールドメモリ５３３と、を備える。
【０１５１】
　また、本第５の実施形態においても、第２～第４の実施形態と同様の機能を果たす遅延
量設定部５５１をさらに備える。
【０１５２】
　本第５の実施形態において画像信号処理部５３６は、第４の実施形態と同様の機能を果
たす偶数フィールド数分信号処理ブロック５４１、複数の奇数フィールド数分信号処理ブ
ロック（奇数フィールド数分信号処理ブロックＡ５４２、奇数フィールド数分信号処理ブ
ロックＢ５４３、奇数フィールド数分信号処理ブロックＣ５４４（以下、場合によって総
合的に奇数フィールド数分信号処理ブロック５４２～５４４と記載する））と、を有する
。
【０１５３】
　なお、上記実施形態と同様に、これら偶数フィールド数分信号処理ブロック５４１およ
び奇数フィールド数分信号処理ブロック５４２～５４４は、第１～第４の実施形態と同様
に、フィールドメモリ５３３に接続される。
【０１５４】
　本第５の実施形態においては、第２、第４の実施形態と同様に、偶数フィールド数分信
号処理ブロック５４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック５４２～５４４は、い
ずれもＣＰＵ５３１に制御され、当該各信号処理ブロックにおける処理の実行または非実
行が設定されるようになっている。
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【０１５５】
　すなわち、ＣＰＵ５３１は、ビデオプロセッサ５０３に接続される内視鏡２の種別に応
じて、固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて、偶数フィールド数分
信号処理ブロック５４１および複数の奇数フィールド数分信号処理ブロック５４２～５４
４における信号処理の実行または非実行を設定するようになっている。
【０１５６】
　その一方で本第５の実施形態における画像信号処理部５３６は、第３の実施形態と同様
に、前記偶数フィールド数分信号処理ブロック５４１および前記奇数フィールド数分信号
処理ブロック５４２～５４４による処理済画像信号に併走させてフィールド同期信号を出
力するフィールド同期信号出力部５４５を備える。
【０１５７】
　さらに本第５の実施形態においてビデオプロセッサ５０３は、第３の実施形態と同様に
、前記フィールド同期信号出力部５４５から出力されるフィールド同期信号ODD/EVENを入
力し、当該フィールド同期信号に基づいて、画像信号処理部５３６から出力される前記処
理済画像信号が奇数フィールドの信号であるか偶数フィールドの信号であるかを検出する
同期信号検出部５５２を備える。
【０１５８】
　また、前記同期信号検出部５５２はＣＰＵ５３１に接続され、当該同期信号検出部５５
２における検出結果はＣＰＵ５３１に伝達されるようになっている。
【０１５９】
　このような構成をなす本第５の実施形態は、ＣＰＵ５３１は、ビデオプロセッサ５０３
に接続される内視鏡２の種別が判別されかつ固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有
情報により各信号処理ブロックの実行または非実行が認識できる場合においては、当該固
有情報に応じて遅延量設定部５５１および遅延部５３７を制御する一方で、ビデオプロセ
ッサ５０３に接続された内視鏡２に係る固有情報を認識することができないような場合に
おいては、同期信号検出部５５２の検出結果に応じて遅延量設定部５５１および遅延部５
３７を制御するようになっている。
【０１６０】
　本第５の実施形態において遅延部５３７は、フィールドメモリ５３３と接続され、画像
信号処理部５３６における前記信号処理ブロックの信号処理を経た画像信号に対して、Ｃ
ＰＵ５３１の制御下に、遅延量設定部５５１によって設定された遅延時間に応じて、奇数
フィールド数分の遅延量を与え後段に出力する機能を有する。
【０１６１】
＜第５の実施形態の作用＞
　次に、本第５の実施形態の作用について説明する。
【０１６２】
　本第５の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセッサ５０３）においてＣ
ＰＵ５３１は、第４の実施形態と同様に、当該ビデオプロセッサ５０３に内視鏡２が接続
されるとスコープＩＤ２２からの情報に基づいて内視鏡２の種別を判定する。
【０１６３】
　ここでＣＰＵ５３１において、固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有情報に基づ
いて各信号処理ブロックの実行または非実行が認識できる場合は、当該ＣＰＵ５３１は、
当該固有情報に応じて、第４の実施形態と同様に、遅延量設定部５５１および遅延部５３
７を制御する。
【０１６４】
　一方で、ビデオプロセッサ５０３に接続された内視鏡２に係る固有情報が固有情報格納
部３２に格納されていない等、内視鏡固有情報を認識することができないような場合は、
ＣＰＵ５３１は、第３の実施形態と同様に、同期信号検出部５５２の検出結果に応じて遅
延量設定部５５１および遅延部５３７を制御する。
【０１６５】
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　以上説明したように、本第５の実施形態によると、第３の実施形態および第４の実施形
態の両方の機能を備えることで、ビデオプロセッサ５０３に接続された内視鏡２に係る固
有情報が認識できる場合または認識できない場合のいずれも場合であっても、画像信号処
理部５３６から出力される画像信号に奇数フィールド数分の遅延量が生じる場合には、遅
延部５３７において奇数フィールド数分の遅延処理を行うことによりトータルでの遅延量
を偶数フィールド数分とし、画像信号処理部５３６から出力される画像信号に奇数フィー
ルド数分の遅延量が生じない場合は、遅延部５３７における遅延量をゼロに設定すること
で、いずれの場合でも、ODD/EVEN逆転による不具合の発生を防止することができる。
【０１６６】
　＜第６の実施形態＞
　次に、本発明の第６の実施形態について説明する。
【０１６７】
　上述した第２～第４の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、遅延部（遅延部２３７
、３３７、４３７）は画像信号処理部（画像信号処理部２３６、３３６、４３６）の後段
に接続され、画像信号処理部から出力される画像信号に対して所定の遅延量を付加する機
能を有している。
【０１６８】
　これに対して、本第６の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置は、画像信号処理部内に
設けた奇数フィールド数分信号処理ブロックごとに所定の遅延量を付加する遅延部を、当
該画像信号処理部の内部に設けたことを特徴とする。
【０１６９】
　図１０は、本発明の第６の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置を含む内視鏡システム
の構成を示したブロック図である。
【０１７０】
　本第６の実施形態の内視鏡システムは、その構成は基本的には第４の実施形態と同様で
あり遅延部についてのみ異なるので、ここでは第４の実施形態との差異のみの説明にとど
め、その他の詳細の説明は省略する。
【０１７１】
　図１０に示すように本発明の第６の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロ
セッサ）６０３を含む内視鏡システム６０１は、第１の実施形態と同様に撮像ユニット２
１を有する内視鏡２と、前記内視鏡２が接続可能され、所定の信号処理を行う前記ビデオ
プロセッサ６０３と、ビデオプロセッサ６０３により生成された画像信号を表示する表示
装置としてのモニタ５と、ビデオプロセッサ６０３に接続され所定の指示入力信号をビデ
オプロセッサ６０３に対して出力する指示入力手段６と、を主に備えて構成される。
【０１７２】
　ビデオプロセッサ６０３は、ビデオプロセッサ６０３内の各種回路の制御を行う制御部
（ＣＰＵ）６３１と、第１の実施形態と同様の固有情報格納部３２、前処理部３４、後段
処理部３８、表示制御部３９と、を備える。
【０１７３】
　またビデオプロセッサ６０３は、ＣＰＵ６３１の制御下に前処理部３４から出力される
画像信号を入力し所定の画像処理を施す画像信号処理部６３６を備える。
【０１７４】
　本第５の実施形態において画像信号処理部６３６は、第４の実施形態と同様の機能を果
たす偶数フィールド数分信号処理ブロック６４１、複数の奇数フィールド数分信号処理ブ
ロック（奇数フィールド数分信号処理ブロックＡ６４２、奇数フィールド数分信号処理ブ
ロックＢ６４３、奇数フィールド数分信号処理ブロックＣ６４４（以下、場合によって総
合的にまとめて奇数フィールド数分信号処理ブロック６４２～６４４と記載する））と、
を有する。
【０１７５】
　なお、上記実施形態と同様に、これら偶数フィールド数分信号処理ブロック６４１およ
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び奇数フィールド数分信号処理ブロック６４２～６４４は、第１～第５の実施形態と同様
に、フィールドメモリ６３３に接続される。
【０１７６】
　本第６の実施形態においては、第２、第４の実施形態と同様に、偶数フィールド数分信
号処理ブロック６４１および奇数フィールド数分信号処理ブロック６４２～６４４は、い
ずれもＣＰＵ６３１に制御され、当該各信号処理ブロックにおける処理の実行または非実
行が設定されるようになっている。
【０１７７】
　すなわち、ＣＰＵ６３１は、ビデオプロセッサ６０３に接続される内視鏡２の種別に応
じて、固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて、偶数フィールド数分
信号処理ブロック６４１および複数の奇数フィールド数分信号処理ブロック６４２～６４
４における信号処理の実行または非実行を設定するようになっている。
【０１７８】
　一方、本第６の実施形態において画像信号処理部６３６は、複数の各奇数フィールド数
分信号処理ブロック６４２～６４４毎に対応して設けられた遅延部を有する。
【０１７９】
　すなわち、画像信号処理部６３６は、奇数フィールド数分信号処理ブロックとして設け
た奇数フィールド数分信号処理ブロックＡ６４２、奇数フィールド数分信号処理ブロック
Ｂ６４３および奇数フィールド数分信号処理ブロックＣ６４４毎に、各信号処理ブロック
から出力される画像信号に対して所定の遅延時間を付与する遅延部Ａ６４６、遅延部Ｂ６
４７および遅延部Ｃ６４８を付随的に備える。
【０１８０】
　また、本第６の実施形態においても、第２～第４の実施形態と同様の機能を果たすと共
に、前記遅延部Ａ６４６、遅延部Ｂ６４７または遅延部Ｃ６４８に対して所定の遅延量を
設定するための遅延量設定部６５１を備える。
【０１８１】
　前記遅延部Ａ６４６、遅延部Ｂ６４７および遅延部Ｃ６４８は、それぞれ対応する奇数
フィールド数分信号処理ブロックが“実行”に設定される場合は、ＣＰＵ６３１の制御下
に遅延量設定部６５１によって設定された遅延時間に応じて、それぞれの奇数フィールド
数分信号処理ブロックから出力される画像信号に対して奇数フィールド数分の遅延量を与
え後段に出力する機能を有する。
【０１８２】
＜第６の実施形態の作用＞
　次に、本第６の実施形態の作用について説明する。
【０１８３】
　本第６の実施形態の内視鏡用画像信号処理装置（ビデオプロセッサ６０３）においてＣ
ＰＵ６３１は、第４の実施形態と同様に、当該ビデオプロセッサ６０３に内視鏡２が接続
されるとスコープＩＤ２２からの情報に基づいて内視鏡２の種別を判定する。
【０１８４】
　次にＣＰＵ６３１は、固有情報格納部３２に格納された内視鏡固有情報に基づいて各信
号処理ブロックの実行または非実行を設定する。そして、“実行”に設定した奇数フィー
ルド数分信号処理ブロックに対応する遅延部Ａ６４６、遅延部Ｂ６４７または遅延部Ｃ６
４８を駆動せしめ、遅延量設定部６５１によって設定された遅延時間に応じて、“実行”
に設定した奇数フィールド数分信号処理ブロックから出力される画像信号に対して奇数フ
ィールド数分の遅延量を与え後段に出力せしめる。
【０１８５】
　以上説明したように、本第６の実施形態によると、画像信号処理部６３６内におけるい
ずれかの奇数フィールド数分信号処理ブロックが稼働する場合、その稼働した奇数フィー
ルド数分信号処理ブロックから出力される画像信号に対して、対応する遅延部において奇
数フィールド数分の遅延処理を行うことにより、画像信号処理部６３６から出力される画
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像信号に係る遅延量を偶数フィールド数分とし、DD/EVEN逆転による不具合の発生を防止
することができる。
【０１８６】
　また、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えな
い範囲において、種々の変更、改変等が可能であり、上述した実施形態等を部分的に組み
合わせる等して構成される実施形態も本発明に属する。
【符号の説明】
【０１８７】
１、２０１、３０１、４０１、５０１、６０１…内視鏡システム
２…内視鏡
３、２０３、３０３、４０３、５０３、６０３…ビデオプロセッサ
５…モニタ
６…指示入力手段
３１、２３１、３３１、４３１、５３１、６３１…ＣＰＵ
３２…固有情報格納部
３３、２３３、３３３、４３３、５３３、６３３…フィールドメモリ
３５…画像処理選択部
３６、２３６、３３６、４３６、５３６、６３６…画像信号処理部
３７、２３７、３３７、４３７、５３７、６３７…遅延部
４１、２４１、３４１、４４１、５４１、６４１…偶数フィールド数分信号処理ブロック
４２、２４２、３４２、４４２～４４４、５４２～５４４、６４２～６４４…奇数フィー
ルド数分信号処理ブロック
２５１、３５１、４５１、５５１、６５１…遅延量設定部
３４５…フィールド同期信号出力部
３５２…同期信号検出部
【図１】 【図２】
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